
中
高
ド
イ
ツ
語
構
文
．
．
げ
品
巨
目
雪
士
芹
．
．

に
つ
い
て

清
　
　
水

朗

（61）中高ドイッ語構文一一beginnen＋1nf一”について

0
　
問
題
提
起

　
現
代
ド
イ
ツ
語
で
動
詞
σ
晶
一
昌
昌
が
昌
－
－
芹
と
と
も
に
現

れ
、
複
合
的
動
詞
表
現
と
し
て
「
壬
し
始
め
る
」
と
い
う
意
味
を

も
つ
こ
と
は
ド
イ
ツ
語
を
少
し
で
も
学
ん
だ
者
に
は
良
く
知
ら
れ

て
い
る
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
を
英
語
の
．
．
a
σ
晶
巨
十
一
〇
・

ぎ
弐
ヨ
く
窃
．
．
と
パ
ラ
レ
ル
に
解
釈
す
る
こ
と
も
ま
た
よ
く
行
わ

れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
σ
晶
ぎ
コ
彗
と
共
起
す
る
昌
－
ヲ
ー
の

不
定
詞
と
し
て
ど
の
よ
う
な
種
類
の
動
詞
が
考
え
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
筆
者
が
ら
岩
潟
ま
g
戸
o
巨
竃
一
零
o
o
葦
彗
ω
・

ミ
等
『
河
⇒
旨
篶
『
の
独
独
辞
典
及
び
現
在
主
に
大
学
の
授
業

で
使
用
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
独
和
辞
典
を
見
た
限
り
で
は
、

次
の
よ
う
な
意
味
的
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
動
詞
の
不
定
詞
が
例
文

中
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
1
　
「
発
話
」
に
関
す
る
も
の
；
①
ユ
o
葦
彗
二
＆
彗
L
ぎ
胴
9
一

　
　
　
ω
o
『
8
＝
①
目

　
2
　
「
発
話
」
以
外
の
「
能
動
的
行
為
」
に
関
す
る
も
の
一
彗
－

　
　
　
9
岸
①
P
σ
団
⊆
Φ
目
L
窃
①
P
ω
－
O
ブ
く
O
旨
①
冨
篶
①
目

　
3
　
「
感
情
の
表
出
」
に
関
す
る
も
の
二
昌
訂
貝
ミ
①
ま
昌

　
4
　
「
思
考
」
に
関
す
る
も
の
一
く
o
冨
8
訂
貝
N
奏
①
豪
；

　
5
　
「
状
態
変
化
」
に
関
す
る
も
の
一
き
『
①
富
彗
二
〇
9
雪
一

　
　
巴
一
考
①
『
o
①
目

　
6
　
「
自
然
現
象
」
に
関
す
る
も
の
∵
晶
目
9
一
ω
o
～
＆
彗

－
壬
6
ま
で
の
順
序
は
窓
意
的
で
あ
り
、
自
動
詞
と
他
動
詞
の
区

別
も
し
て
い
な
い
。
ま
た
1
5
4
が
比
職
的
な
表
現
を
除
け
ば
専
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ら
「
ヒ
ト
」
を
主
語
と
す
る
の
に
対
し
、
5
に
は
；
9
雪
の
よ

う
に
「
モ
ノ
」
を
主
語
と
す
る
も
の
と
き
亮
毒
彗
一
巴
一

峯
①
a
9
の
よ
う
に
「
モ
ノ
・
ヒ
ト
」
の
両
方
を
主
語
と
し
得
る

も
の
が
あ
り
、
6
で
は
「
自
然
現
象
」
を
表
現
す
る
際
の
霧
が

主
語
に
く
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
上
記
の
動
詞
群
の
統
語
的
・
意
味
的
性
格
は
様
々

な
の
だ
が
、
そ
の
反
面
、
す
べ
て
あ
る
程
度
の
時
間
的
継
続
性
を

も
つ
「
行
為
」
あ
る
い
は
「
状
態
（
の
変
化
）
」
を
表
し
て
い
る

点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
こ
こ
に
は
恒
常
的
な

「
状
態
」
を
表
す
邑
コ
や
巨
①
旨
9
（
5
で
あ
り
続
け
る
）
、
あ

る
い
は
瞬
間
的
な
「
行
為
」
や
「
状
態
変
化
」
を
表
す
垣
－
竃

や
ω
｝
冨
署
彗
（
壬
を
バ
ッ
と
捕
ら
え
る
）
は
登
場
し
て
こ
な

い
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
の
観
点
か
ら
見
れ
ぱ
、

1
∫
6
の
グ
ル
ー
プ
は
「
垣
常
性
を
も
た
な
い
弐
君
ユ
呉
庄
く

（
未
完
了
相
）
」
と
「
瞬
間
的
で
な
い
葛
ユ
呉
ま
く
（
完
了
相
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
動
詞
が
害
－
－
鼻
と
な
り
、
σ
晶
ぎ
昌
彗
の

定
形
と
共
起
す
る
と
、
現
代
ド
イ
ツ
語
文
法
の
理
解
で
は
、
ま
さ

に
「
始
ま
る
（
始
め
る
）
」
の
意
で
あ
る
ぎ
｝
畠
ご
く
（
あ
る
い

は
一
長
冨
色
く
一
「
始
動
相
」
）
と
し
て
複
合
動
詞
表
現
全
体
が
位

置
付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
始
動
相
」
と
は
「
瞬
間
的
性
質
を
持

つ
完
了
相
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
よ
り
、
現
代
ド
イ
ツ
語

に
お
け
る
．
．
σ
晶
一
…
雪
十
昌
－
一
ネ
．
．
の
文
法
的
機
能
は
「
恒
常
性

を
も
た
な
い
未
完
了
相
」
あ
る
い
は
「
瞬
聞
的
で
な
い
完
了
相
」

と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
を
も
つ
動
詞
を
「
瞬
間
的
性
質
を
も
つ
完
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

相
」
へ
と
転
じ
る
こ
と
だ
、
圭
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
今
、
中
高
ド
イ
ツ
語
（
…
巨
．
）
に
目
を
向
け
て
み

る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
中
高
ド
イ
ツ
語
に
も
確
か
に
．
．
σ
品
芋

目
彗
士
ネ
．
．
と
い
う
（
現
代
語
の
よ
う
に
普
通
S
（
1
1
昌
）
は
伴

　
　
　
　
（
3
）

わ
な
い
も
の
の
）
表
現
が
あ
り
、
現
代
語
と
同
様
「
∫
し
始
め

る
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
可
能
に
見
え
る
例
も
多
く
、
実
際
に

勺
団
巨
＼
奉
宥
巨
＼
o
『
o
ω
需
に
よ
る
…
岸
冨
；
o
o
＝
ユ
①
巨
ω
o
す
o
o
『
団
昌
－

目
φ
薫
第
二
十
三
版
に
は
、
「
未
完
了
相
の
（
ま
潟
ユ
①
葦
く
）
」

意
味
を
も
つ
動
詞
が
g
o
q
9
目
彗
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
「
始

動
相
の
（
ま
O
q
8
色
く
）
」
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
記

　
　
（
4
）

述
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
中
高
ド
イ
ツ
語
で
は
「
瞬
間
的

性
質
を
も
つ
完
了
相
」
の
意
味
を
も
つ
は
ず
の
動
詞
も
ま
た
9
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

σ
q
一
…
旨
と
共
起
す
る
こ
と
が
ま
れ
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
例
に
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は
一
つ
の
行
為
を
何
段
階
か
の
時
間
的
継
起
と
し
て
把
え
た

．
．
①
昌
昌
①
冨
9
毒
宛
＆
①
ミ
且
窒
．
．
あ
る
い
は
「
動
詞
表
現
の
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
．
．
－
昌
昌
色
三
雪
…
①
q
ま
『
く
宰
σ
巴
竃
＞
易
竃
O
q
①
．
．
）
」
の
可
能
性

が
あ
る
と
さ
れ
た
り
、
σ
品
9
目
雪
と
共
起
す
る
動
詞
の
ア
ス
ペ

ク
ト
に
制
約
さ
れ
た
「
細
か
い
意
味
上
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
．
．
室
冨

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

思
α
9
巨
目
σ
q
旨
§
目
8
．
．
）
」
を
も
つ
と
説
明
さ
れ
も
し
て
い
る
。

し
か
し
「
細
か
い
意
味
上
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
は
具
体
的
に
は
何

な
の
か
は
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
．
．
①
…
∋
彗
き
亮
宛
＆
？

ξ
①
ぎ
、
や
．
．
－
旦
雪
ω
三
〇
…
畠
ま
『
亮
｝
巴
旨
＞
畠
ω
髭
①
、
と

い
う
表
現
も
言
語
体
系
と
の
関
連
を
欠
い
た
、
い
か
に
も
ア
ト
ラ

ン
ダ
ム
な
も
の
、
と
い
う
印
象
は
免
れ
な
い
。

　
本
稿
は
以
上
略
述
し
た
文
法
記
述
に
対
し
、
中
高
ド
イ
ツ
語
に

お
け
る
動
詞
σ
品
巨
目
雪
の
用
法
を
よ
り
広
範
に
視
野
に
入
れ
た

上
で
、
．
．
σ
品
ぎ
目
彗
士
鼻
、
．
の
文
法
的
機
能
を
統
一
的
に
－
つ

ま
り
よ
り
一
般
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
－
記
述
で
き
は

し
ま
い
か
、
と
い
う
問
い
か
け
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
パ
ス

と
し
て
は
そ
の
均
一
性
を
保
つ
た
め
、
冒
ω
；
σ
9
…
o
q
雪
＝
＆

（
以
下
N
L
と
略
記
）
と
｝
彗
ヨ
印
…
く
9
＞
亮
の
諸
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

（
以
下
「
ハ
ル
ト
マ
ン
」
と
略
記
）
に
限
る
こ
と
と
す
る
。

1

中
高
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
．
．
σ
品
9
コ
彗
十
－
昌
．
．
使

用
の
実
態

　
ま
ず
、
中
高
ド
イ
ツ
語
で
冨
o
q
一
…
窒
が
ど
の
よ
う
な
動
詞
あ

る
い
は
名
詞
と
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
N
L

と
ハ
ル
ト
マ
ン
を
も
と
に
示
し
て
お
こ
う
。
N
L
で
は
．
．
一
U
①
o
q
ヲ
・

罵
目
士
呉
、
．
が
総
数
で
百
五
十
六
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
で
は
二
百
二

十
例
見
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、
名
詞
を
目
的
語
と
す
る
場
合
（
こ

の
時
目
的
語
が
属
格
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）
は
N
L
で
十
一
例
、

ハ
ル
ト
マ
ン
で
十
九
例
と
極
端
に
少
な
く
、
そ
の
場
合
も
ω
巨
－

冨
9
①
ぎ
鶉
ω
旦
互
o
胃
亮
o
①
の
よ
・
つ
’
な
く
雪
σ
竺
印
σ
g
轟
ζ
団

（
動
詞
か
ら
派
生
し
た
抽
象
名
詞
）
か
、
旨
；
一
零
Φ
冨
の
よ
う
に

動
詞
が
そ
の
ま
ま
名
詞
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
こ
と
に
ま
ず
注
目

　
　
　
　
（
9
）

し
て
お
き
た
い
。

　
σ
品
一
昌
彗
が
不
定
詞
と
共
起
す
る
場
合
に
関
し
て
は
、
と
り

あ
え
ず
前
述
の
現
代
ド
イ
ツ
語
の
1
；
6
の
区
分
に
基
け
ば
、
以

下
の
よ
う
な
分
布
を
示
す
。

「
発
話
」
に
関
す
る
も
の

マ
ン
　
四
十
五
例

N
L
　
三
十
五
例
、

ノ、

ル
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「
発
話
」
以
外
の
「
能
動
的
行
為
」
の
う
ち
「
場
所
の
移

動
」
に
関
す
る
も
の
一
N
L
　
＋
九
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン

三
十
一
例

「
感
情
（
の
表
出
）
」
に
関
す
る
も
の
一
N
L
　
四
十
一
例
、

ハ
ル
ト
マ
ン
　
五
十
二
例

「
思
考
」
に
関
す
る
も
の
一
N
L
　
一
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン

五
例「
状
態
変
化
」
に
関
す
る
も
の
一
N
L
　
一
例
、
ハ
ル
ト

マ
ン
　
ニ
例

「
自
然
現
象
」
に
関
す
る
も
の
一
N
L
　
四
例
、
ハ
ル
ト

マ
ン
　
五
例

計

N
L
　
百
一
例
、

ノ、

ル
ト
マ

ン
　
百
四
十
例

そ
れ
ぞ
れ
の
計
が
N
L
の
総
例
数
百
五
十
六
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の

二
百
二
十
例
に
か
な
り
の
程
度
及
ぱ
な
い
の
は
、
2
の
「
発
話
」

以
外
の
「
能
動
的
行
為
」
を
「
場
所
の
移
動
」
の
み
に
限
っ
た
こ

　
　
　
（
m
）

と
が
一
因
で
、
そ
れ
以
外
の
「
能
動
的
行
為
」
を
こ
れ
に
含
め
れ

ば
例
数
は
か
な
り
増
加
し
、
例
の
相
当
部
分
が
最
終
的
に
は
ー
か

ら
6
の
ど
れ
か
に
区
分
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
限
り
で

は
、
現
代
ド
イ
ツ
語
の
、
σ
潟
一
昌
彗
十
昌
－
巨
け
．
．
の
使
用
傾
向
と

の
大
き
な
違
い
は
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
し
か
し
重
要
な
の
は
以
上
の
よ
う
な
－
か
な
り
大
雑
把
と
も

い
え
る
ー
例
数
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
実
で
あ
る
。
実

は
ー
壬
5
の
各
項
目
中
に
も
、
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
σ
①
阻
…
彗

．
と
共
起
す
る
奇
異
な
感
を
与
え
る
動
詞
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
以
下
項
目
別
に
概
観
し
て
み
た
い
。

1
　
「
発
話
」
に
関
す
る
も
の
一
総
例
数
は
八
十
例
と
か
な
り
の

　
数
に
上
る
が
、
こ
の
中
に
は
現
在
で
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
淀

　
ろ
う
名
亮
｝
竃
や
『
＆
彗
と
い
っ
た
專
ら
「
発
話
行
為
」
に

　
焦
点
の
あ
る
動
詞
（
総
計
三
十
七
例
）
の
他
に
彗
措
彗
（
尋
ね

　
る
）
、
く
一
警
彗
（
懇
願
す
る
）
、
巨
↓
g
（
頼
む
）
と
い
う
「
発

　
話
」
そ
の
も
の
よ
り
も
「
相
手
か
ら
（
「
答
え
」
・
「
モ
ノ
」
と

　
い
っ
た
）
何
か
を
要
求
す
る
」
と
い
う
点
で
む
し
ろ
「
要
求
」

　
と
い
う
下
位
項
で
く
く
る
こ
と
の
で
き
る
動
詞
が
多
く
（
総
計

　
四
十
二
例
）
、
数
的
に
は
む
し
ろ
前
者
を
上
回
っ
て
い
る
。
後

　
者
は
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
「
完
了
相
」
と
把
え
ら
れ
る
こ
と
が

　
　
（
H
）

　
多
く
、
こ
れ
ら
と
σ
品
一
…
雪
の
共
起
は
余
り
見
か
け
ら
れ
な

　
い
。
2
　
「
場
所
の
移
動
」
に
関
す
る
も
の
一
「
発
話
」
以
外
の
「
能
動
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（65）　中高ドイッ語構文“begimen＋InL’’にっいて

的
行
為
」
の
中
で
特
に
例
数
の
多
さ
（
総
計
五
十
例
）
に
注
目

し
た
も
の
だ
が
、
頻
繁
に
現
れ
る
も
の
の
中
で
晒
警
彗
（
急

ぐ
一
総
計
十
七
例
）
が
際
立
っ
て
多
く
、
①
目
ぎ
（
行
く
一
総
計

五
例
）
、
葦
彗
（
［
馬
で
］
行
く
一
総
計
五
例
）
、
彗
暮
｝
呈
彗

（
逃
げ
る
一
総
計
四
例
）
等
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
現
代
語
の
．
．
9
g
冨
邑
彗
（
急
ぐ
）
、
や

①
q
争
彗
㌧
塁
雪
が
σ
品
巨
目
雪
と
共
に
こ
れ
ほ
ど
の
頻
度
で

用
い
ら
れ
る
か
は
す
こ
ぷ
る
疑
問
で
あ
る
。

　
「
感
情
（
の
表
出
）
」
に
関
す
る
も
の
一
現
代
ド
イ
ツ
語
の
例

は
5
g
彗
一
考
9
目
彗
と
双
方
と
も
感
情
が
実
際
に
外
に
向
か

っ
て
「
表
出
」
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
N
L
と
ハ
ル
ト

マ
ン
で
は
怒
り
（
昌
；
彗
一
峯
旨
g
昌
二
〇
σ
昌
）
や
悲
し
み

（
葦
旨
雪
二
昌
o
σ
彗
｝
窃
考
鶉
『
彗
）
、
不
安
・
恐
れ
（
8
お
①
p

旨
『
o
葦
昌
）
、
欲
望
・
愛
（
o
q
①
昌
一
邑
…
雪
二
一
g
8
）

等
、

内
面
的
感
情
そ
の
も
の
を
表
す
動
詞
と
共
起
す
る
場
合
（
N
L

二
十
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
　
ニ
十
一
例
）
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ー

の
項
の
中
で
「
対
人
関
係
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
「
要
求

（
ξ
當
①
月
三
撃
彗
一
巨
一
g
）
」
に
近
い
意
味
を
も
つ
（
ま
）

＝
轟
昌
が
少
な
か
ら
ぬ
頻
度
で
（
N
L
　
四
例
、
ハ
ル
ト
マ

ン
　
十
五
例
）
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
も

　
現
代
ド
イ
ツ
語
と
の
対
比
に
お
い
て
顕
著
な
相
違
を
示
し
て
い

　
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

4
　
「
思
考
」
に
関
す
る
も
の
一
中
世
文
学
、
特
に
N
L
の
よ
う

　
な
雪
①
巨
彗
8
o
ω
（
英
雄
叙
事
詩
）
に
お
い
て
は
登
場
人
物
の

　
内
省
よ
り
は
そ
の
外
的
行
動
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
も

　
あ
っ
て
か
、
純
粋
に
「
恩
考
」
に
関
わ
る
動
詞
と
σ
晶
一
…
雪

　
が
共
起
す
る
例
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
N
L
に
o
彗
汗
竃
の

　
例
が
一
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
に
（
o
q
Φ
と
彗
ぎ
p
げ
＆
昌
ぎ
p

　
N
量
壁
自
の
例
が
計
五
例
見
出
さ
れ
た
。

5
　
「
状
態
変
化
」
に
関
す
る
も
．
の
一
総
数
で
三
例
と
少
な
く
、

　
す
べ
て
目
箒
箒
貝
昌
昌
o
雪
（
1
1
昌
旨
①
宅
Φ
a
9
）
の
用
例

　
だ
つ
た
。

6
　
「
自
然
現
象
」
に
関
す
る
も
の
一
N
L
に
巨
o
－
9
二
鍔
旨

　
（
計
四
例
）
が
g
を
伴
っ
て
現
れ
、
ハ
ル
ト
マ
ン
に
ま
ユ
竃

　
を
主
語
に
g
o
q
彗
と
豪
巨
雪
（
計
四
例
）
、
2
①
ξ
o
豪
彗
を

主
語
に
ミ
o
q
ぎ
（
一
例
）
を
動
詞
部
に
も
つ
例
が
あ
る
が
、

　
こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
現
代
語
と
の
大
き
な
違
い
は
見
当
た
ら

　
な
い
。

以
上
の
項
目
に
関
し
、
特
に
1
壬
3
に
現
代
ド
イ
ツ
語
の
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、
．
冨
①
q
一
…
竃
十
昌
－
ぎ
－
．
．
の
用
法
と
の
目
立
っ
た
差
異
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
中
で
も
ー
と
3
の
「
対
人
関
係
」
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら

れ
て
い
る
「
要
求
」
と
「
感
情
」
の
項
は
互
い
に
共
通
点
を
持
つ

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
さ
ら
に
、
前
述
の
1
｛
6
の
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
な
い
も
の
の

う
ち
で
、
注
目
に
値
す
る
も
の
と
し
て
、
「
知
覚
」
に
関
わ
る
動

詞
群
が
あ
る
。
「
見
る
」
こ
と
を
中
心
と
し
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は

N
L
で
六
例
（
ω
｝
昌
峯
彗
一
例
、
昌
…
ζ
貝
竃
［
1
－
曽
9
胃
・

H
彗
］
一
例
、
昌
…
ω
等
彗
二
例
、
－
O
ω
彗
［
”
一
豊
ω
9
9
］
二

例
）
、
ハ
ル
ト
マ
ン
で
十
三
例
（
芸
↓
昌
四
例
、
彗
（
①
）
－
ω
｝
竃

三
例
、
ω
9
昌
峯
彗
四
例
、
ω
｝
彗
一
例
、
芹
：
ω
暮
彗
一
例
）

と
頻
度
の
面
か
ら
い
っ
て
■
も
前
述
の
4
∫
6
の
グ
ル
ー
プ
を
上
回

っ
て
い
る
上
、
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
σ
品
一
…
彗
と
の
関
連
で
余

り
頻
繁
に
用
い
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
現

代
語
で
例
え
ぱ
Φ
｝
昌
彗
と
い
う
動
詞
が
「
瞬
間
的
な
行
為
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
事
実
の
裏
返

し
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
関
連
で
言
え
ば
、

ア
ス
ペ
ク
ト
的
．
に
は
む
し
ろ
瞬
間
的
な
「
状
態
変
化
」
を
表
す
と

考
え
ら
れ
る
昌
口
＆
彗
一
冒
E
a
昌
（
双
方
と
も
．
．
昌
巨
①

奉
⑦
a
彗
．
．
）
が
N
L
に
一
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
に
二
例
見
ら
れ
、
数

的
に
は
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
代
ド
イ
ツ
語
の
語
感
か
ら
す

る
と
こ
れ
も
奇
異
な
感
を
抱
か
せ
る
例
と
い
え
よ
う
。

中
高
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
幕
o
q
－
…
雪
及
び
他
の
属

格
目
的
語
を
支
配
す
る
動
詞
の
意
味
特
徴

　
前
節
で
は
N
L
お
よ
び
ハ
ル
ト
マ
ン
に
見
ら
れ
る
．
．
σ
品
μ
目
－

目
雪
士
葦
、
．
の
用
例
の
全
般
的
傾
向
を
概
観
し
、
そ
の
際
現
代
語

と
の
目
立
っ
た
差
異
を
指
摘
し
た
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
前
節
の
冒
頭
で
既
に
少
し
触
れ
た
、
σ
品
一
＝
－

■
彗
が
属
格
の
目
的
語
と
共
起
す
る
場
合
に
注
意
を
向
け
た
い
。

総
例
数
は
N
L
で
十
一
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
で
十
九
例
と
、
不
定
詞

と
共
起
す
る
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
が
、
目
的
語
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

は
＜
胃
σ
竺
き
ω
弓
算
訂
（
N
L
　
五
例
、
ハ
ル
ト
マ
ン
三
例
）
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

不
定
詞
が
そ
の
ま
ま
名
詞
化
し
て
い
る
場
合
（
N
L
　
一
例
）
が

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
そ
れ
以
外
に
も
属
格
の
代
名
詞
（
忌
）
ω

が
実
際
に
は
；
；
雪
昌
一
等
員
『
葦
①
易
；
き
二
助
目
g
等
の

「
行
為
」
や
「
感
惰
」
を
指
し
て
い
た
り
、
ま
た
旨
N
に
率
い
ら

　
　
　
　
　
（
1
6
）

れ
る
副
文
の
内
容
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
中
高

ド
イ
ツ
語
の
、
．
冨
o
q
巨
■
彗
士
鼻
、
は
N
①
（
■
昌
）
を
伴
わ
な
い

場
合
が
殆
ん
ど
な
の
で
、
第
－
節
で
扱
っ
た
諸
例
と
今
挙
げ
た
属
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（67）中高ドイッ語構文“begimen＋In五”について

格
目
的
語
と
共
起
す
る
例
と
の
間
の
差
異
は
形
式
的
に
も
現
代
語

に
お
け
る
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
げ
晶
一
昌
冒
が
不
定
詞
と
共
起
す
る
場
合
と
属
格
目
的
語
と
共

起
す
る
場
合
と
の
意
味
上
・
構
文
上
の
親
縁
性
に
つ
い
て
確
認
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

た
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
度
は
中
高
ド
イ
ツ
語
で
属
格

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

目
的
語
を
支
配
す
る
動
詞
全
体
の
意
味
特
徴
と
の
関
連
に
お
い
て

、
g
o
q
一
…
彗
十
属
格
目
的
語
．
．
の
意
味
の
考
察
を
行
う
て
み
る
。

　
筆
者
は
以
前
中
高
ド
イ
ツ
語
の
動
詞
を
「
項
数
」
（
つ
ま
り
主

格
を
も
含
ん
だ
「
補
足
成
分
」
の
数
）
別
（
「
一
項
述
語
」
か
ら

「
三
項
述
語
」
）
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
の
内
容
に
よ
り
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

う
に
意
味
の
違
い
が
現
れ
る
の
か
を
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本

節
の
対
象
で
あ
る
．
．
σ
品
一
；
雪
十
〇
彗
．
（
属
格
目
的
語
）
．
．
は

「
項
数
」
の
基
準
に
従
え
ぱ
、
「
主
格
」
と
「
属
格
」
を
項
と
す
る

の
で
コ
一
項
述
語
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、
前
述
の
拙
論
で
は
「
二

項
述
語
」
を
〕
一
項
問
に
ど
の
程
度
の
「
他
動
性
（
箏
彗
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ご
く
岸
票
）
」
の
関
係
が
含
ま
れ
る
か
」
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
分

類
を
行
っ
た
。
分
類
方
法
は
角
田
太
作
に
従
い
、
「
1
・
直
接
影

響
（
例
一
殺
す
、
叩
く
）
、
2
・
知
覚
（
例
一
見
つ
け
る
）
、
3
・

追
求
（
例
一
待
つ
、
探
す
）
、
4
・
知
識
（
例
一
知
る
、
分
か
る
）
、

5
．
感
情
（
例
一
愛
す
、
好
き
）
、
6
・
関
係
（
例
一
持
つ
、
あ

る
）
、
7
．
能
力
（
例
一
で
き
る
、
強
い
）
の
7
分
類
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
1
か
ら
7
へ
と
「
他
動
性
」
の
度
合
い
が
低
く
な
っ
て

　
（
1
9
）
ゆ
く
。
こ
の
分
類
に
従
う
と
中
高
ド
イ
ツ
語
の
「
主
格
十
属
格
」

を
「
項
」
と
す
る
述
語
は
4
類
（
知
識
一
〇
q
①
巨
σ
q
彗
［
思
う
］
、

く
雪
o
q
①
§
彗
［
忘
れ
る
」
等
）
、
5
類
（
感
情
一
（
悪
）
旨
ユ
彗
［
要

る
］
、
幸
饒
房
争
彗
［
望
む
］
等
）
、
6
類
（
関
係
一
彗
悪
昌
b
胃
げ
彗

［
（
双
方
と
も
）
欠
く
］
等
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
こ
の
傾
向

は
形
容
詞
と
と
も
に
属
格
名
詞
が
主
格
名
詞
に
対
す
る
「
述
語
内

容
語
（
勺
轟
皇
訂
ゴ
く
）
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
際
に
も
変
わ
ら
な

い
（
4
類
一
邑
ω
［
壬
を
知
っ
て
い
る
］
、
5
類
一
彗
9
［
壬
に
対

し
て
勇
敢
な
］
、
く
①
冨
品
一
［
－
に
対
し
て
臆
病
な
］
、
6
類
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

σ
彗
［
∫
を
欠
い
た
］
、
8
ぎ
巨
o
［
－
に
責
任
の
あ
る
］
、
等
）
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
の
は
「
状
態
述
語
」

（
つ
ま
り
広
義
の
「
未
完
了
相
」
の
述
語
）
が
大
多
数
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
（
2
1
）

と
を
示
し
て
い
る
。

　
す
る
と
こ
の
事
実
は
、
や
は
り
「
主
格
十
属
格
」
を
「
項
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

し
て
も
つ
動
詞
σ
品
一
昌
彗
も
ま
た
「
未
完
了
相
」
の
動
詞
で
あ

る
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
σ
品
一
昌
彗
H
始
動
相
“

完
了
相
」
と
い
う
従
来
の
図
式
か
ら
す
る
と
逆
説
的
に
見
え
る
か
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も
知
れ
な
い
が
、
σ
晶
一
昌
竃
が
他
の
動
詞
の
不
定
形
と
共
起
す

る
と
、
全
体
と
し
て
の
意
味
は
不
定
形
で
現
れ
る
本
動
詞
の
「
完

了
」
を
含
意
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
、
と
い
う
事
実
に
こ
こ
。
で

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
U
晶
す
自
彗
は
あ
る
「
行

為
」
や
「
状
態
」
の
始
ま
り
の
シ
グ
ナ
ル
と
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
「
行
為
」
や
「
状
態
」
が
「
完
了
」
し
た
こ
と
を
表
さ

な
い
。
そ
し
て
今
述
べ
た
「
主
格
十
属
格
」
を
項
と
し
て
も
つ
述

語
の
意
味
特
徴
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
そ
れ
が
「
未
完
了
」
で
あ

る
こ
と
を
必
然
的
に
含
意
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
推
測
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
た
め
に
、
比
較
的
例
数
が
多
く
、
か
つ

第
一
節
で
「
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
ヴ
品
ヲ
自
彗
と
の
共
起
は
疑

問
」
と
さ
れ
た
動
詞
の
用
例
か
ら
い
く
つ
か
を
引
い
て
み
た
い
。

1
　
「
発
話
」
に
関
す
る
も
の

　
■
8
o
ρ
o
＜
忍
口
q
Φ
目
σ
①
o
q
與
目
＼
峯
－
①
N
巨
雪
E
ヨ
冨
峯
鶉
8

　
①
q
①
3
目
．
（
宰
o
。
↓
ミ
よ
ミ
㊤
）

　
o
◎
峯
己
①
冒
乱
g
①
ぎ
ω
昌
ユ
一
＼
ま
『
く
二
〆
幕
篶
冒
與
p
＼
…
一
N

　
旨
N
ぎ
O
巨
葦
訂
『
＼
ω
⑭
冨
三
Φ
O
q
昌
σ
品
O
目
．
（
Z
「
蜆
窪
．
蜆
占
）

2
　
「
場
所
の
移
動
」
に
関
す
る
も
の

［
…
］
＼
9
σ
晶
仁
目
α
雪
3
『
α
q
警
昌
一
＼
冬
昌
0
9
9
0
q
①
；
㊦

ω
彗
彗
＼
a
三
…
；
9
竃
。
・
9
腎
竃
．
（
～
寄
＝
－
轟
－
ω
）

α
①
『
峯
－
ユ
冒
；
ω
ヨ
①
目
く
『
巨
昌
ρ
①
目
＼
器
＝
〕
①
ユ
言
目
一
〕
①
m
q
印
コ
．

（
z
－
o
o
－
9
べ
－
o
o
）

　
「
感
情
（
の
表
出
）
」
に
関
す
る
も
の

穴
ユ
①
昌
巨
；
　
皇
E
　
く
＝
　
ω
o
＝
◎
①
自
①
＼
く
＝
　
怒
冨
　
N
昌
『
目
⑦
目

σ
①
①
q
印
p
（
z
■
o
o
轟
1
↓
－
o
o
）

ω
冨
σ
晶
一
…
g
胃
耳
弓
彗
…
忌
〇
一
品
g
＼
…
箒
g
完
冒

。
・
邑
①
竃
困
竃
＼
8
富
畠
o
・
…
雷
…
蓑
＼
［
…
］
（
～

N
o
o
島
占
o
o
ミ
）

　
「
思
考
」
に
関
す
る
も
の

吋
3
N
ω
；
①
巨
．
雪
～
邑
Φ
一
＼
3
二
N
名
鶉
『
巴
『
冒
曽
一
＼
彗

2
o
＝
品
①
コ
彗
彗
鎧
①
＼
o
彗
穴
①
目
色
σ
晶
印
p
＼
彗
①
雪
…

ω
O
巨
①
く
ユ
ω
試
三
（
Z
■
昌
O
O
O
」
1
｝
）

　
「
状
態
変
化
」
に
関
す
る
も
の

芸
胃
o
q
g
o
ω
ま
箒
①
・
彗
仁
o
o
＼
…
ρ
冒
掌
ま
昌
姜
g
8

o
q
鶉
一
一
』
g
≧
…
α
竃
雪
昌
昌
o
彗
『
晶
彗
一
≧
冒
争
；
o
ξ
①

彗
暮
9
争
雪
く
昌
ぎ
α
彗
－
（
向
二
雷
㌣
塞
竃
）

い
ず
れ
の
例
も
そ
の
ま
ま
現
代
ド
イ
ツ
語
に
訳
す
と
多
か
れ
少
な
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（69）中高ドイツ語構文“begimen＋lnf．”について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

か
れ
「
余
剰
」
の
感
が
あ
る
も
の
で
、
3
・
「
感
情
」
や
4
・
「
状

態
変
化
」
で
は
む
し
ろ
「
形
容
詞
十
峯
①
a
竃
」
を
用
い
て
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

換
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
通
常

は
「
完
了
相
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
動
詞
が
、
こ
こ
で

は
σ
晶
一
…
彗
と
の
共
起
に
よ
っ
て
「
始
動
相
」
（
こ
れ
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

「
完
了
相
」
の
一
種
で
あ
っ
た
が
）
に
転
換
さ
れ
て
い
る
の
で
は

、
　
　
　
、

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
・
感
情
が
ま
さ
に
継
続
的
（
つ
ま
り

「
未
完
了
相
」
と
し
て
）
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
よ
り

合
理
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
そ
れ
が
「
開
始
さ
れ

た
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
濃
淡
は
各
動
詞
・
各
文
例
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
上
述
の
諸
例
で
は

そ
の
ニ
ェ
ア
ン
ス
は
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
代
語
に
お
け
る
．
．
悪
o
q
一
昌
彗
十
昌
－

ヲ
け
、
と
中
高
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
．
、
σ
品
ヲ
目
彗
十
－
ネ
．
．
の
ア
ス

ペ
ク
ト
上
で
の
相
違
を
概
念
図
で
描
く
と
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

　
現
代
ド
イ
ツ
語

．
．
げ
o
o
q
ぎ
コ
o
目
十
N
E
－
ま
〔
．
．

小
θ
感
θ
訓
高
副
㍊
鰍
θ
餅
o

司
誠
・
茎
嬬

　
　
　
　
　
↑

●
－
－
－
－
－
－
－
・
－
－
－
・
－
－
・
－
・
－
－
－
－
・
－
－
－
｝

→「
罫
轡
詰
」
蹄
巌
予
叫
σ
①
O
q
一
；
旨

　
中
高
ド
イ
ツ
語

．
．
σ
①
o
q
ヲ
目
①
目
十
5
｝
1
、

→

σ
o
o
q
ぎ
目
o
目
【
片
o
・
〔
醒
赫
帖
さ
汁

（
↓
削
べ
詰
）
　
　
　
　
　
引
削
謝
鉗
跳
θ
侠
O
⇒
一
鉢
・
洋
爵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
斗
削
↓
註
）

つ
ま
り
、
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
あ
る
行
為
・
状
態
（
破
線
で
表

す
）
が
「
開
始
さ
れ
る
」
点
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
お
か
れ
（
黒
点
で

表
す
）
、
全
体
と
し
て
「
完
了
相
」
と
理
解
で
き
る
の
に
対
し
、

中
高
ド
イ
ツ
語
で
は
、
開
始
そ
の
も
の
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
ま
っ
た

く
含
ま
ぬ
で
は
な
い
に
せ
よ
（
自
抜
き
点
で
表
す
）
、
ア
ク
セ
ン

ト
は
あ
く
ま
で
も
一
度
開
始
さ
れ
た
行
為
・
状
態
の
継
続
（
実
線

で
表
す
）
に
お
か
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
前
述
の
諸
グ
ル
ー
プ
に

は
属
さ
な
い
が
、
第
－
節
で
触
れ
た
「
知
覚
」
動
詞
と
冨
o
q
一
目
－

目
g
が
共
起
す
る
例
が
数
例
あ
る
の
で
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
挙
げ
て
お
く
。

弩
　
す
σ
『
蒜

峯
豊
s
『
　
①
q
一
g
①
目
＼

（
一
〇
ω
彗
彗
冨
胴
団
コ
）

＼
三
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9
完
冒
閉
｝
O
彗
彗
σ
…
昌
彗
一
（
Z
■
冨
ω
ω
1
㌣
蜆
）

z
仁
σ
品
…
ま
H
E
ヨ
訂
ω
｝
昌
幸
彗
＼
…
ρ
竃
g
く
一
二
…
o
－

守
9
峯
雪
＼
昌
巴
『
O
q
①
ω
ヲ
O
①
ω
考
腎
彗
一
（
～
呂
㊤
㌣
竃
昌
）

く
目
ω
o
巨
g
①
σ
晶
仁
目
箒
弩
公
與
篶
ω
｝
彗
．
（
宰
冨
ω
）

目
o
ミ
麸
雪
片
o
昌
①
自
◎
＝
『
ω
壷
＼
ζ
旨
o
葦
①
ヲ
く
＝
ω
Φ
富
コ
史

＝
冒
彗
眈
＝
〕
晶
⊆
■
ま
器
す
彗
彗
．
（
胃
蜆
彗
o
o
－
σ
竃
o
）

知
覚
動
詞
は
現
代
語
で
は
一
般
に
悪
σ
q
一
…
昌
と
共
起
し
に
く
い

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
彗
ω
冨
胃
①
月
曽
プ
0
－
『
竃
と
い
っ

た
主
体
の
意
志
的
な
行
為
の
場
合
は
無
理
で
は
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
竃
＝
彗
（
見
る
、
見
え
る
）
、
＝
0
＝
『
雪
（
聞
く
、
聞

こ
え
る
）
の
よ
う
に
主
体
の
意
識
的
な
「
行
為
」
か
、
あ
る
い
は

そ
う
で
な
い
「
自
発
」
の
二
様
に
解
釈
さ
れ
る
動
詞
の
場
合
、

「
自
発
」
の
意
味
で
は
σ
品
一
昌
彗
は
ま
ず
共
起
不
可
能
で
あ
ろ

う
（
～
～
、
－
g
幕
α
q
巨
篶
皇
⑦
ω
g
罵
昌
ω
争
8
・
、
［
「
太
陽
が
見

え
始
め
る
」
］
）
。
と
こ
ろ
が
右
の
工
ー
レ
ク
か
ら
の
二
例
に
お
い

て
は
閉
｝
雪
が
一
義
的
に
「
自
発
」
の
意
味
（
つ
ま
り
工
ー
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

ク
が
後
を
追
っ
て
い
た
者
達
が
見
え
始
め
る
、
見
え
て
く
る
、
の

意
味
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
訂
o
q
ぎ
目
旨
と
共
起

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
自
発
」
と
は
意
志
的
な
「
行
為
」
よ
り
も

さ
ら
に
超
時
間
的
な
「
状
態
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は

り
中
高
ド
イ
ツ
語
の
σ
晶
一
…
9
は
「
始
動
相
」
を
表
す
の
で
な

く
、
始
ま
り
の
点
を
含
意
し
な
が
ら
も
そ
れ
が
未
完
了
的
に
継
続

し
て
い
く
意
味
を
共
起
す
る
動
詞
に
与
え
る
機
能
を
も
っ
て
い
る

こ
と
の
傍
証
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
を
進
め
て
い
く
と
、
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
不

自
然
だ
と
さ
れ
る
「
瞬
間
的
性
質
を
持
つ
完
了
相
」
を
も
つ
と
さ

れ
る
動
詞
が
σ
品
ぎ
目
雪
と
共
起
す
る
例
も
む
し
ろ
自
然
に
理
解

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

琴
討
冒
巨
写
3
オ
ζ
ヨ
①
篶
＼
彗
巨
一
S
彗
［
1
－
α
纈
完
己

σ
品
曽
．
（
2
■
冨
ぎ
』
ふ
）

o
o
ω
；
o
o
目
胃
ξ
o
－
葦
嘗
↓
雪
一
＼
註
N
宰
伽
ゴ
o
σ
彗
σ
晶
印
目
－

（
z
－
竃
ミ
ー
↓
－
o
o
）

自
饒
昌
O
享
①
9
0
プ
O
q
g
O
ブ
彗
＼
O
①
『
ω
O
ぎ
－
く
O
目
α
昌
ω
O
蒜
↓
－

↓
雪
）
巨
峯
嘗
　
o
ψ
　
く
o
コ
　
三
目
註
ω
ζ
①
箏
竃
＼
9
目
　
老
巴
↓

σ
晶
自
自
宗
き
二
8
1
（
宰
塞
O
㊤
1
墨
冒
）

註
N
O
q
品
；
試
げ
品
仁
目
ま
σ
篶
O
＝
雪
＼
ま
①
昌
冒
1
0
蒜
『
く
O
箏

一
①
己
①
．
（
｝
匡
。
。
o
。
杜
ふ
。
。
蜆
）
．

3
多
σ
晶
…
箒
婁
害
ま
P
＼
α
O
幕
討
9
9
巨
冒
9
く
竃
－
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（71）中高ドイッ語構文“begimen＋In£’’について

①
q
①
P
（
9
曽
O
－
ω
昌
）

こ
れ
ら
の
文
例
で
、
σ
晶
一
昌
8
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
「
瞬

間
的
性
質
を
も
つ
完
了
相
」
で
あ
る
動
詞
と
共
起
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
を
「
未
完
了
相
」
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
為
・
状
態

（
変
化
）
の
完
了
を
視
野
に
入
れ
な
い
、
一
種
の
「
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
」
的
画
像
と
し
て
把
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
宰
墨
8
－
畠
竃
を
敢
え
て
日
本
語
の
表
現
に
置
き
換
え

て
み
れ
ぱ
、
「
崩
れ
落
ち
て
い
く
」
森
の
姿
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
印
＝
o
．
o
。
乍
o
．
o
．
o
で
は
（
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
）

け
い
れ
ん
に
苦
し
ん
で
い
る
母
の
姿
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
て
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

3
　
残
さ
れ
た
問
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
－
及
び
結
語

　
前
節
で
中
高
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
、
σ
轟
一
昌
雪
十
－
芹
．
．
の
機

能
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
自
体
と
し
て
首
尾
一
貫

し
た
記
述
を
行
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
こ
こ
ま
で
に
直
接
に
は
言
及

し
な
か
っ
た
一
つ
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
例
文
中

に
も
挙
げ
た
箒
鼻
①
p
く
旨
葦
①
p
昌
∋
①
＝
と
い
っ
た
動
詞
が
、

基
本
的
に
は
「
状
態
」
（
ま
鼻
彗
は
前
述
の
角
田
の
分
類
に
従

え
ば
「
4
類
（
知
識
）
」
、
き
『
葦
竃
と
昌
；
彗
は
「
5
類
（
感

情
）
」
に
含
ま
れ
る
）
を
表
す
、
つ
ま
り
「
未
完
了
相
」
の
動
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
何
故
こ
れ
ら
の
動
詞
が

σ
晶
一
…
雪
を
伴
い
さ
ら
に
「
未
完
了
相
」
化
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　
考
え
ら
れ
る
答
え
は
、
こ
れ
ら
の
「
状
態
動
詞
」
が
単
独
で
現

れ
た
場
合
は
時
間
的
前
後
関
係
か
ら
全
く
独
立
し
た
純
粋
な
「
状

態
」
を
表
す
の
に
対
し
、
σ
晶
一
…
昌
と
共
起
す
る
場
合
に
は

「
あ
る
行
為
・
あ
る
状
態
変
化
の
結
果
と
し
て
の
状
態
」
を
表
す
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
先
程
の
概
念
図
を
使
え
ば
そ
の
差
異
は
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
状
態
動
詞
の
み
　
　
　
　
　
　
　
状
態
動
詞
十
冨
阻
…
彗

　
　
↓

醇
歩
・
旗
卦
～
砕
詰
噸
【
＞
さ
㌶

　
　
↓

ぴ
小
罪
赤
θ
司
誹
・
洋
爵
糊
吉
θ
講

咋
「
（
θ
「

、
嬬

　
　
　
（
↓
米
訓
■
詰
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
米
削
■
詰
）

こ
の
差
異
は
、
例
え
ば
同
じ
「
状
態
」
を
表
す
表
現
と
し
て
現
代

ド
イ
ツ
語
で
．
．
ω
9
自
o
g
ざ
一
津
冬
彗
饒
コ
餉
箒
〔
．
．
と
．
．
ω
o
ヲ
o
①
－

ω
庁
ま
峯
胃
く
①
｝
コ
9
雪
一
．
、
、
あ
る
い
は
．
．
U
竃
｝
①
冨
↓
雪
ξ
彗

○
藏
P
一
．
と
．
．
U
葛
忌
冨
冨
『
峯
彗
O
q
①
0
＝
饒
亮
一
、
．
．
の
よ
う
に
、
本
来
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の
形
容
詞
と
動
詞
の
過
去
分
詞
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
「
状
態
受

動
」
の
差
異
と
バ
ラ
レ
ル
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
中
高
ド
イ
ツ
語
の
、
σ
轟
一
…
雪
士
監
．
．
の
例
文
を

現
代
ド
イ
ツ
語
の
．
．
σ
品
一
昌
雪
十
昌
・
－
葦
．
．
の
そ
れ
と
比
較
し
、

不
定
詞
で
現
れ
る
動
詞
の
意
義
を
手
が
か
り
に
、
後
者
が
「
恒
常
．

性
を
も
た
な
い
未
完
了
相
」
及
び
「
瞬
間
的
で
な
い
完
了
相
」
の

ア
ス
ペ
ク
ト
を
も
つ
動
詞
を
「
始
動
相
」
に
転
換
さ
せ
る
機
能
を

も
つ
の
に
対
し
、
前
者
は
あ
る
「
行
為
」
や
「
状
態
」
が
（
始
ま

り
の
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
の
σ
品
一
昌
g
の
意
義
が
多
か
れ
少
な
か

れ
含
ま
れ
る
に
せ
よ
）
「
完
了
相
」
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
も
つ
動
詞

を
「
未
完
了
相
」
に
転
換
さ
せ
る
機
能
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
中
高
ド
イ
ツ
語
で
「
瞬
問
的

な
完
了
相
」
を
も
つ
動
詞
が
σ
品
一
…
雪
と
共
起
す
る
例
も
よ
り

自
然
に
理
解
さ
れ
得
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
「
未
完
了
相
」
を
も

つ
「
感
情
」
を
表
す
「
状
態
動
詞
」
が
独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
場

合
と
σ
①
阻
昌
彗
を
伴
う
場
合
と
の
差
異
は
、
「
あ
る
「
行
為
」

あ
る
い
は
「
状
態
変
化
」
の
結
果
と
し
て
の
「
状
態
」
」
と
い
う

含
意
を
も
つ
か
ど
う
か
に
あ
る
と
し
た
。

　
今
回
は
枚
数
上
の
都
合
よ
り
N
L
及
ぴ
ハ
ル
ト
マ
ン
か
ら
の
例

文
を
網
羅
的
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
小
稿
が
少
し

で
も
ド
イ
ツ
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ぱ

と
願
う
次
第
で
あ
る
。
最
後
に
中
高
ド
イ
ツ
語
と
類
似
の
傾
向
が

古
ゲ
ル
マ
ン
語
一
般
に
も
あ
う
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
事

実
と
し
て
、
ゴ
ー
ト
語
で
g
吐
8
目
竃
と
由
来
を
等
し
く
し
、

ま
た
「
始
め
る
」
の
意
味
で
普
通
用
い
ら
れ
て
い
た
旨
・

o
q
一
…
彗
が
共
起
す
る
動
詞
の
ア
ス
ベ
ク
ト
を
「
継
続
相
の
未
来

　
　
　
　
（
焔
）

形
へ
書
き
換
え
」
る
た
め
に
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。
以
下
は
新
約
聖
書
・
ル
カ
福
音
書
第
六
章
第
二
十
五
節

　
　
　
　
　
　
（
η
）

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　
ミ
與
二
N
三
蜆
二
；
巨
印
亘
彗
旦
団
；
コ
戸
E
葦
①
o
q
彗
コ
昌
寸
す

　
①
q
『
g
彗
ρ
自
o
q
ヲ
三
〇
ー

　
あ
な
た
方
今
笑
う
て
い
る
人
た
ち
は
、
わ
ざ
わ
い
だ
。
悲
し
み

　
泣
く
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
ハ
ル
ト
マ
ン
の
諸
作
晶
名
は
以
下
の
略
号
で
指
示
し
て
あ
る
一
山
＝

　
H
U
彗
胃
昌
①
＝
9
目
ユ
o
戸
向
『
1
－
向
冨
P
Ω
『
H
Ω
冨
o
q
o
ユ
冨
二
峯
1
1

－
ミ
9
目

（
1
）
　
日
本
語
の
動
詞
に
関
し
て
寺
村
秀
雄
が
「
金
田
一
分
類
」
と
し

　
て
挙
げ
て
い
る
、
金
田
一
春
彦
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
の
動
詞

　
の
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
四
分
類
（
1
・
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（73）　中高ドイッ語構文“beg1men＋1n£’’にっいて

　
状
態
動
詞
［
イ
ル
、
ア
ル
、
要
ス
ル
、
等
］
、
2
・
継
続
動
詞
［
読

　
ム
、
書
ク
、
降
ル
、
等
］
、
3
・
瞬
間
動
詞
［
死
ヌ
、
消
エ
ル
、
ト

　
ド
ク
、
等
］
、
4
・
第
四
種
の
動
詞
［
ソ
ビ
エ
ル
、
ス
グ
レ
ル
、
似

　
ル
、
等
］
）
に
従
え
ぱ
、
こ
れ
ら
は
2
の
「
継
続
動
詞
」
に
包
括
さ

　
れ
る
だ
ろ
う
（
寺
村
秀
夫
『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
　
皿
』
、

　
く
ろ
し
お
出
版
　
一
九
八
四
年
、
二
…
頁
以
下
に
よ
る
）
。

（
2
）
　
註
（
1
）
の
「
金
田
一
分
類
」
に
従
え
ば
、
2
の
「
継
続
動

　
詞
」
を
3
の
「
瞬
間
動
詞
」
へ
と
転
じ
る
、
と
い
う
、
よ
り
明
確
な

　
記
述
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
3
）
．
、
『
品
一
昌
雪
十
畢
－
葦
、
．
の
構
文
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
少
な

　
く
と
も
十
二
｛
十
三
世
紀
の
文
献
で
は
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
。
声

　
勺
、
向
σ
①
ユ
に
よ
れ
ぱ
、
現
在
の
よ
う
に
、
σ
品
一
…
雪
十
彗
，
巨
〔
．
．
が

　
優
勢
と
な
る
の
は
一
五
〇
〇
年
前
後
で
あ
る
ら
し
い
（
く
o
q
一
．
甲
戸

　
向
σ
睾
ゴ
U
昌
誌
O
ぎ
ω
着
↓
賢
－
ω
8
－
ミ
豊
黒
昌
＼
写
彗
ζ
目
ユ
P

　
≦
＼
z
o
峯
く
o
鼻
冨
o
o
9
ω
」
ξ
）
。

（
4
）
＜
o
q
F
＝
．
勺
彗
く
甲
…
｝
一
声
（
一
冒
窃
P
≦
碁
；
o
o
ご
ま
巨
蜆
一

　
〇
亭
o
量
目
目
算
昇
↓
饒
暫
畠
彗
畠
冨
o
。
〇
一
ω
．
曽
N
■
因
み
に
こ
の
箇

　
所
で
は
、
巾
－
目
訂
眈
o
フ
『
9
く
目
o
o
σ
o
o
q
o
ヨ
o
o
色
o
＝
昌
山
ω
ω
o
す
団
σ
Φ
目
．
．

　
と
い
う
「
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
狐
」
第
百
三
十
五
行
か
ら
の
例
が
挙
げ
ら

　
れ
て
い
る
（
下
線
部
筆
者
）
。

（
5
）
　
－
巨
．
「
瞬
間
的
性
質
を
も
つ
潟
ま
汗
葦
（
昌
o
ヨ
彗
一
彗
．

　
潟
『
♂
ζ
～
）
」
の
動
詞
と
の
共
起
の
例
と
し
て
、
．
．
き
雪
2
0

く
竺
彗
蓬
雪
名
ユ
長
彗
．
．
（
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
狐
第
三
亘
二
十

　
四
行
）
と
．
．
g
阻
目
目
g
昌
Φ
目
－
昌
o
篶
o
q
①
σ
彗
①
3
8
目
老
－
目
o
o
雪

⊆
員
［
－
］
、
（
2
冨
因
σ
≡
o
目
雪
≧
異
彗
旦
實
第
四
千
三
百
七
十
九

　
行
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
下
線
部
筆
者
）
。

（
6
）
　
畠
α
．

（
7
）
向
巨
－
ω
－
讐
ω
．

（
8
）
　
N
L
と
ハ
ル
ト
マ
ン
の
例
文
は
次
の
版
か
ら
集
め
た
二
）
畠

　
；
σ
9
昌
胴
彗
＝
＆
一
畠
o
干
α
0
H
＞
畠
智
σ
o
く
昌
宍
彗
一
籟
彗
誌
o
戸

　
～
ω
甲
く
昌
＝
〇
一
冒
巨
ま
｝
o
實
一
幸
討
争
ぎ
彗
昌
轟
お
一
＝
胃
一
－

　
昌
彗
自
く
昌
＞
亮
一
U
雪
彗
昌
o
＝
〇
一
目
ユ
o
戸
～
ω
炉
く
昌
＝
胃
－

　
昌
団
目
目
勺
ψ
具
庁
鶉
o
轟
片
く
昌
－
一
巨
三
〇
q
奉
o
尋
一
≧
a
昌
誌
o
巨
o

　
弓
婁
亭
亭
＝
o
；
黒
z
［
仰
↓
旨
σ
ぎ
困
昌
＝
ε
s
一
匡
彗
一
ヨ
彗
目
く
g

　
＞
烏
一
9
品
o
ユ
毒
一
～
ω
o
q
ー
く
o
目
＝
胃
昌
彗
目
霊
具
σ
畠
o
H
o
q
↓
く
昌

　
｝
…
o
q
訂
二
考
g
巨
目
o
q
胃
一
＞
－
巨
昌
房
o
ぎ
↓
婁
；
；
＝
g
，
呉
z
H
．

　
ド
↓
夢
三
零
目
冨
冨
o
o
庁
｝
彗
↓
昌
彗
目
く
昌
＞
；
一
票
g
一
～
品
－

　
く
昌
≧
事
ユ
「
9
s
ヨ
彗
p
h
o
二
〇
胃
o
簑
～
一
く
昌
－
E
0
三
〇
q
奉
〇
一
員

　
一
〕
蜆
ω
O
H
胴
↓
く
O
コ
O
＝
ユ
ω
↓
O
O
＝
O
O
『
目
－
①
與
一
』
　
目
目
O
　
穴
一
』
ユ
O
幽
ユ
コ
o
■

　
↓
昌
巨
長
g
2
竃
蜆
一
工
胃
一
昌
印
目
目
く
昌
＞
；
」
冬
o
貝
＝
冨
甲
く
o
目

　
ρ
『
雰
冨
鼻
①
責
1
－
き
＝
昌
昌
目
と
昌
悪
胃
σ
警
O
；
昌
－
巨
ξ
耐

　
奉
o
ミ
一
｝
o
」
一
困
胃
＝
コ
o
畠
o
o
．

（
9
）
　
こ
の
点
で
は
現
代
語
で
も
σ
品
一
昌
昌
の
（
対
格
）
目
的
語
と

　
し
て
、
例
え
ば
2
o
＞
｝
9
寸
旦
畠
ω
亘
9
と
い
っ
た
や
は
り
く
睾
1

　
σ
巴
き
眈
言
宍
訂
が
多
い
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
高
ド
イ

　
ツ
語
の
場
合
で
は
、
σ
①
阻
；
彗
に
続
く
不
定
詞
が
普
通
鶉
を
伴

　
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
動
詞
の
領
域
と
名
詞
の
領
域
と
の
「
垣
根
」
が

　
よ
り
低
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

（
1
0
）
　
そ
の
他
、
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
σ
品
三
＝
雪
と
共
起
す
る
こ
と
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が
不
可
能
と
思
え
る
動
詞
が
例
文
中
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
も
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
1
1
）
　
実
は
「
完
了
相
」
・
「
未
完
了
相
」
の
区
別
は
必
ず
し
も
明
確
に

　
で
き
る
訳
で
は
な
く
、
同
じ
動
詞
が
時
に
は
完
了
相
、
時
に
は
未
完

　
了
相
を
も
つ
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。

（
1
2
）
　
慎
重
を
期
す
た
め
に
書
い
て
お
け
ぱ
、
一
つ
の
動
詞
が
あ
る
時

　
に
は
「
瞬
間
的
な
」
意
味
を
、
あ
る
時
に
は
「
継
続
的
な
」
意
味
を

　
も
つ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト

　
は
文
脈
に
依
存
す
る
だ
ろ
う
が
、
た
だ
「
典
型
的
な
用
法
」
を
考
え

　
た
際
、
ま
た
σ
o
O
q
一
昌
彗
と
の
共
起
の
ケ
ー
ス
を
考
え
た
際
に
は
自

　
ず
と
選
択
の
余
地
は
狭
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
3
）
　
斥
昌
S
皇
亙
ま
ω
閉
巨
↓
鶉
一
α
實
名
戸
9
塞
ω
岩
＝
9
ξ
目
ま
雪

　
が
各
一
例
。

（
1
4
）
　
ま
『
く
彗
戸
2
『
冨
ζ
品
9
旦
o
『
『
＆
o
が
各
一
例
（
中
高
ド
イ

　
ツ
語
で
は
動
詞
巴
鍔
彗
の
不
定
形
が
ぎ
阻
；
雪
と
共
起
す
る
場

　
合
が
多
か
っ
た
こ
と
も
恩
い
出
さ
れ
た
い
）
。

（
1
5
）
　
ε
冒
a
篶
畠
の
一
例
。

（
1
6
）
　
．
．
［
・
：
］
匝
震
實
色
ξ
o
E
二
三
目
胴
彗
1
。
（
Z
－
3
o
」
）

（
1
7
）
　
「
ζ
巨
・
に
お
け
る
「
項
」
と
「
意
味
」
と
の
関
係
」
（
名
古
屋

　
工
業
大
学
外
国
語
教
室
『
＝
幕
轟
ε
量
』
第
1
3
号
、
一
九
九
二
年
、

　
五
七
∫
七
八
頁
）
参
照
。

（
1
8
）
　
同
右
、
五
八
頁
。

（
1
9
）
　
角
田
太
作
『
世
界
の
言
語
と
日
本
語
』
、
く
ろ
し
お
出
版
　
一

　
九
九
一
年
、
九
五
頁
参
照
。

（
2
0
）
　
例
外
的
に
ー
…
3
類
に
属
す
る
も
の
は
言
箒
目
口
言
う
］
（
1

類
）
、
冬
彗
冒
昌
雪
［
知
覚
す
る
］
（
2
類
）
、
σ
意
コ
［
待
つ
］
（
3

類
）
等
で
あ
っ
た
（
前
掲
拙
論
六
四
頁
参
照
）
。

（
2
1
）
　
4
壬
7
類
が
「
未
完
了
相
」
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
傍
証
と
し

　
て
、
上
に
例
と
し
て
挙
げ
た
動
詞
に
対
応
す
る
英
語
形
（
ぎ
O
き

　
＝
ぎ
；
皇
p
σ
o
8
寝
巨
①
o
h
等
）
が
「
進
行
形
（
肩
o
o
目
篶
邑
毒

　
8
冨
↓
；
9
昌
）
」
を
作
れ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
1
－
3
類

　
で
は
可
能
）
。
何
故
な
ら
ぱ
、
英
語
の
「
進
行
形
」
と
は
本
来
「
完

　
了
相
」
の
動
詞
を
「
未
完
了
相
」
に
変
化
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
も

　
ち
、
元
々
「
未
完
了
相
」
の
動
詞
は
わ
ざ
わ
ざ
「
進
行
形
」
に
す
る

　
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
ネ
カ
o
量
巨
ξ
。
－
彗
o
目
害
ぎ
■
句
o
…
一

　
〇
與
巨
O
目
ω
O
片
O
O
O
q
目
篶
－
く
o
O
H
印
目
自
一
〇
『
一
く
O
－
．
－
↓
了
①
O
『
o
g
o
巴
勺
『
o
－

　
鶉
ε
邑
一
霧
一
2
彗
H
o
a
－
o
o
〇
一
戸
曽
①
）
。

（
2
2
）
　
前
掲
拙
論
で
は
、
σ
①
o
日
一
昌
彗
そ
の
も
の
は
（
用
例
の
相
対
的

　
な
少
な
さ
に
よ
り
）
「
主
格
十
属
格
」
の
例
に
含
め
ず
、
言
及
し
な

　
、
　
つ
　
こ
o

　
カ
　
　
ナ
H

（
2
3
）
　
参
考
ま
で
に
現
代
ド
イ
ツ
語
で
は
（
宰
o
o
ミ
†
o
o
ミ
o
。
）
は

　
、
宰
o
二
『
品
貝
ミ
鶉
註
ω
σ
＆
o
巨
昌
閉
o
…
①
．
．
、
、
（
Z
ピ
竃
仁
．
↓
よ
）

　
は
、
［
…
］
一
巨
ω
O
団
自
目
O
目
目
；
實
O
O
｝
O
目
；
O
＝
ま
；
目
旦
冨
コ
胴
．
．
．
、

　
（
Z
－
O
O
－
O
l
†
O
O
）
は
、
．
．
言
S
↑
汗
｝
昌
①
目
饅
巨
O
す
旦
9
穴
0
。
邑
O
司
一
』
目
叫

　
m
9
冒
o
く
①
H
峯
o
目
〇
一
〇
目
国
＝
｝
o
①
目
句
①
段
o
－
o
ざ
o
q
o
ユ
言
o
自
－
一
一
、
　
（
之
－

　
昌
o
甲
｛
）
は
．
．
［
…
］
一
α
団
o
ミ
o
色
o
o
＝
＝
回
胴
①
自
蜆
勾
冨
o
q
9
［
…
］
、
と

　
い
ず
れ
も
σ
品
一
昌
雪
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
（
現
代
語
訳
は
以
下

　
の
も
の
を
用
い
た
一
U
竃
；
g
；
自
o
q
o
目
＝
＆
」
．
↓
o
＝
一
…
…
色
ぎ
争
－

　
旦
彗
碁
ま
『
↓
婁
一
昌
旦
G
げ
雪
一
『
潟
昌
o
胃
一
旨
g
器
巨
…
o
∋
一
け

　
旺
罵
∋
＞
目
＝
彗
o
q
毒
富
｝
彗
く
o
目
＝
．
零
暮
訂
只
冒
彗
ζ
昌
叶
申
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竃
．
一
㊤
↓
O
u
　
＝
団
『
一
日
口
～
＝
］
目
　
く
O
目
　
＞
目
O
’
　
向
『
①
O
．
　
ζ
｛
一
↓
O
－
一
一
〇
〇
－
一
庄
①
‘
』
一
ω
l

　
○
げ
0
H
↓
o
メ
け
目
目
α
O
σ
o
『
一
『
軸
O
q
冒
目
藺
q
く
O
目
↓
巨
l
O
H
o
目
①
H
一
｝
『
O
目
斥
－

　
－
＝
『
↓
印
．
…
．
－
o
o
o
ト
ー
）
。

（
2
4
）
註
（
2
3
）
で
挙
げ
た
現
代
語
訳
で
は
（
之
「
。
。
N
ω
、
一
よ
）
は

　
．
．
】
〕
｝
　
妻
E
『
｛
O
｛
－
O
　
ω
O
す
0
－
目
O
　
－
（
『
－
O
『
目
＝
＝
旦
　
ω
O
ブ
『
　
目
O
『
＝
－
胴
．
．
．
、
　
（
向
『

　
墨
竃
）
は
、
［
…
］
一
9
m
彗
昌
o
α
o
峯
⊆
a
〇
一
［
…
］
、
と
ミ
o
a
o
目
が

　
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
2
5
）
　
ま
た
こ
れ
ら
3
動
詞
は
定
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
属
格
目
的

　
語
を
要
求
す
る
。

（
％
）
　
　
－
〕
－
O
O
目
〇
一
＝
－
吻
O
＝
O
｝
－
σ
而
一
プ
H
ω
O
q
ー
く
O
目
一
く
一
ω
↓
『
O
篶
σ
①
H
O
q
一
匡
Φ
－
－

　
α
Φ
－
σ
①
『
o
日
－
o
↓
－
一
N
峯
①
－
叶
o
『
一
「
o
＝
一
ω
1
蜆
o
（
、
①
ω
o
－
o
目
一
N
＝
『
［
H
『
■
一
ω
o
＝
『
o
－
－

　
『
目
自
o
目
旦
o
ω
庄
E
H
o
巨
く
o
目
向
巨
↓
－
．
．
）
。

（
η
）
　
　
向
σ
O
．
一
向
『
睨
↓
O
『
「
『
O
自
一
ω
1
－
－
ω
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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